
iii

序

　

私
は
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
の
中
枢
に
い
て
中
央
銀
行
と
そ
れ
に
密
接
に
関
連
す
る
民
間
金
融
や
公
的

金
融
の
分
野
に
関
係
す
る
、
長
い
職
業
人
生
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
キ
ャ
リ
ア
の
な
か
で
経
験
し
た
重
要
な
出
来

事
を
家
族
（
特
に
子
供
や
孫
の
世
代
）
と
少
数
の
友
人
た
ち
に
知
っ
て
お
い
て
も
ら
お
う
、
と
い
う
の
が
出
発
点
と
な

り
、
本
書
は
そ
の
努
力
が
拡
大
し
発
展
し
た
結
果
で
き
た
も
の
で
す
。
そ
の
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
多
く
の
書
き
物
が
あ
り

さ
ま
ざ
ま
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
長
い
エ
ッ
セ
イ
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
ア
ー
サ
ー
・
バ
ー
ン
ズ
や
ポ
ー
ル
・
ボ

ル
カ
ー
が
議
長
職
に
あ
っ
た
時
期
に
焦
点
を
当
て
た
連
邦
準
備
制
度
（
Ｆ
Ｅ
Ｄ
）
に
関
す
る
長
い
記
述
も
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
私
は
当
時
の
仕
事
上
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
た
め
に
、
通
貨
供
給
量
（
マ
ネ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
）
論
争
と
今
で

は
「
偉
大
な
イ
ン
フ
レ
と
の
戦
い
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
遂
行
さ
れ
て
い
る
最
中
に
、
そ
の
歴
史
に
積
極
的
に
関

与
し
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
箇
所
を
執
筆
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
時
期
の
出
来
事
に
つ
い
て
私
見
を
述

べ
る
べ
き
で
あ
る
と
故
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
が
か
な
り
早
い
時
期
に
、
ま
た
か
な
り
時
間
が
経
っ
て
か
ら
ベ
ン

ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
も
勧
め
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
そ
の
勧
奨
に
対
す
る
む
し
ろ
遅
き
に
失
し

た
対
応
と
も
い
え
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
趣
旨
の
原
稿
は
必
ず
し
も
完
成
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
草
稿
を
読
ん
で
く
れ
た
何
人
か
の
エ
コ
ノ



iv

ミ
ス
ト
た
ち
（
国
内
外
の
元
同
僚
を
含
む
）
か
ら
有
益
な
激
励
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
と
め
て
加
筆
し
ま
し
た
。

そ
う
し
て
多
く
の
人
々
が
出
版
す
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
改
訂
す
べ
き
だ
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
こ

う
し
て
、
私
の
単
な
る
エ
ッ
セ
イ
は
や
が
て
本
の
長
さ
に
相
当
す
る
書
き
物
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
半
分
以

上
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
た
Ｆ
Ｅ
Ｄ
に
関
す
る
部
分
で
占
め
ら
れ
，
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ー
テ
ィ
ン
が
議
長
だ
っ
た
時
期
か

ら
ア
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
の
在
任
期
間
ま
で
の
半
世
紀
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
Ｆ
Ｅ
Ｄ
に
関
す
る
部
分

が
本
書
の
中
核
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｄ
に
関
す
る
修
正
草
稿
を
読
ん
で
く
れ
た
ロ
バ
ー
ト
・

ソ
ロ
ー
か
ら
の
非
常
に
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
や
洞
察
で
し
た
。
彼
が
一
定
の
評
価
を
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て

は
非
常
に
大
き
な
安
心
感
に
な
り
ま
し
た
。
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
リ
ン
ジ
ー
―
―
親
友
で
あ
り
、
か
つ
て
は
連
邦
準
備
制
度

理
事
会
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
元
同
僚
で
，
グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
の
在
任
期
間
の
後
半
で
は
金
融
政
策
局
の
次
長

に
な
っ
た
人
で
す
―
―
は
、
修
正
し
た
草
稿
を
全
部
二
度
も
精
読
し
て
く
れ
ま
し
た
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学

（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
出
版
局
の
匿
名
の
審
査
員
三
名
か
ら
も
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
も
の

す
ご
く
長
く
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
特
に
有
益
で
し
た
。
加
え
て
、
出
版
局
の
上
級
編
集
者
で
あ
る
ジ
ョ

ン
・
コ
ベ
ル
氏
も
，
こ
の
本
の
出
版
に
向
け
て
私
を
駆
り
立
て
て
く
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
事
実
に
関
す
る
す
べ
て

の
解
釈
と
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
誤
認
は
す
べ
て
私
の
責
任
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
家
族
向
け
の
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
始
ま
っ
た
の
で
、
私
と
し
て
は
本
書
を
六
人
の
素

晴
ら
し
い
孫
た
ち
（
出
生
順
に
ベ
ン
、
マ
イ
ク
、
リ
ン
ジ
ー
、
マ
シ
ュ
ー
、
エ
リ
ッ
ク
、
ク
リ
オ
）、
三
人
の
立
派
な
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子
供
た
ち
（
ピ
ー
ト
、
エ
ミ
リ
ー
、
リ
ッ
チ
）、
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
真
の
芸
術
家
（
本
書
の
読
者
は
そ
の
意
味
が

わ
か
る
で
し
ょ
う
）、
で
あ
り
、
そ
し
て
私
た
ち
み
ん
な
を
結
び
付
け
る
力
で
あ
る
妻
の
キ
ャ
シ
ー
に
捧
げ
た
い
。
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ア
メ
リ
カ
連
邦
準
備
制
度
（Federal Reserve System

）*
歴
史

　

一
九
一
三
年
一
二
月
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
の
時
代
に
連
邦
準
備
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
中
央
銀
行
で
あ
る
。

他
国
の
中
央
銀
行
か
ら
は
か
な
り
遅
れ
て
創
立
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
一
六
九
四
年
創
立
、
フ
ラ
ン
ス
銀
行
は

一
八
〇
〇
年
、
日
本
銀
行
は
一
八
八
二
に
創
立
さ
れ
た
。

機
構
と
組
織

　

連
邦
準
備
制
度
の
綜
合
統
括
機
関
と
し
て
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（Federal Reserve Board

）
が
あ
り
、
一
四
年
の
任
期

を
も
つ
七
人
の
理
事
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
議
長
、
副
議
長
が
各
四
年
の
任
期
で
任
命
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
全
て

上
院
の
助
言
と
同
意
に
基
づ
い
て
大
統
領
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
。
事
業
内
容
は
金
融
政
策
の
策
定
と
実
施
で
あ
り
、
連
邦
準
備

制
度
全
般
の
活
動
の
最
終
責
任
を
負
う
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
連
邦
公
開
市
場
委
員
会
（FO

M
C 

：Federal O
pen M

arket Com
m

ittee

）
を
定
期
的
に
開
く
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
理
事

七
名
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
銀
総
裁
、
及
び
他
地
区
の
連
銀
総
裁
四
名
が
加
わ
り
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
の
も
と
で
会
議
が
行
わ
れ
、
ア

メ
リ
カ
の
そ
の
時
々
の
金
融
政
策
を
決
定
す
る
。Federal Funds

（FF

）
金
利
の
誘
導
目
標
と
公
定
歩
合
が
決
定
さ
れ
る
。

*

編
集
部
に
よ
る
追
加
。
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連
邦
準
備
銀
行

　

連
邦
準
備
銀
行
（Federal Reserve Banks

） 

は
市
中
銀
行
の
監
督
と
規
制
な
ど
、
公
開
市
場
操
作
な
ど
の
連
邦
準
備
制
度
の

業
務
を
行
う
。
ま
た
連
邦
準
備
券
（
ド
ル
紙
幣
）
の
発
行
を
行
う
。
連
邦
銀
行
（
連
銀
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
以
下
の

一
二
地
区
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。

第
一
地
区 
ボ
ス
ト
ン
連
邦
準
備
銀
行

第
二
地
区 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
邦
準
備
銀
行

第
三
地
区 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
連
邦
準
備
銀
行

第
四
地
区 

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
連
邦
準
備
銀
行

第
五
地
区 

リ
ッ
チ
モ
ン
ド
連
邦
準
備
銀
行

第
六
地
区 

ア
ト
ラ
ン
タ
連
邦
準
備
銀
行

第
七
地
区 

シ
カ
ゴ
連
邦
準
備
銀
行

第
八
地
区 

セ
ン
ト
ル
イ
ス
連
邦
準
備
銀
行

第
九
地
区 

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
連
邦
準
備
銀
行

第
一
〇
地
区 

カ
ン
ザ
ス
シ
テ
ィ
連
邦
準
備
銀
行

第
一
一
地
区 

ダ
ラ
ス
連
邦
準
備
銀
行

第
一
二
地
区 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
連
邦
準
備
銀
行

株
主

　

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
系
、
及
び
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
系
財
閥
な
ど
の
国
際
金
融
資
本
が
最
大
の
株
主
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
よ
り
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
資
本
家
の
比
率
が
高
く
、
民
間
の
機
関
で
あ
る
。
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